
令和３年度 観光ルート開発モデル（旅行事業者対象伝統工芸）
事業実施報告書（概要版）

実施地域：西多摩（青梅）／南多摩（八王子）
事業実施者：京王観光株式会社

多摩地域は、豊かな自然や多くの観光資源が存在しているものの、１箇所で旅行者等を集客できる観光
資源は少なく、都心からの移動時間を有効に使える観光ルートも少ない。そのため、旅行者等が多摩の魅
力を肌で感じ、リピーターとして再び多摩地域を訪れたくなるような観光資源の発掘と観光ルート開発
を行い、国内旅行者等の誘致を促進する。

実 施 目 的

実 施 内 容

事 業 成 果

課 題

今後の展開

(1)ツアー実施に向けた取り組み

(2)モニターツアー実施に基づく観光ルートの提唱・情報発信

モニターツアーで得られた参加事業者からの声をもとに、ツアー内容の改善点を検証し、ツアーとしての
質を高める。さらに関連する自治体や観光協会への主旨の説明と理解を得ることを前提に、一般客向け
のモニターツアーなどについても検討する。
そのうえで、内容や価格設定を吟味し、社内でツアー実施に向けた計画立案を行ない、販売に向けての
準備を行う。

今回のモニターツアーについては、自社ホームページ等を通じて幅広く情報発信し、関心のある事業者
や顧客に向けて情報提供を行なうほか、「体験コンテンツ」の需要が大きく見込める将来のインバウンド再
開に向け、インバウンド対応に向けたツアーの検討などにも着手することが必要と考える。

(3)受け入れ態勢の整備支援

コロナ禍においてワーケーションやマイクロツーリズムなど、新たな旅行形態が注目されている。マイク
ロツーリズムはその地域の持つ歴史や伝統文化、食、自然などはテーマ性やオリジナリティがあり、その地
域ならではの体験ができるという面で大きな魅力がある。その一方、観光地化されていない施設等にお
いては、受入環境の整備が大きな課題となる。今般のモニターツアーで得られた課題等を関係団体と共有
するとともに、受け入れ事業者だけではカバーできない課題（駐車場の確保、お手洗い等の整備、予約受
付環境の整備など）について整備への支援の必要性について理解を求め、各事業者が本業に専念しなが
らも、観光客を受け入れることができる体制づくりについて検討する必要がある。 またツアー化すること
で問い合わせ窓口をツアー主催事業者に一本化することが受け入れ施設の負担軽減につながると考える。

(1)モニターツアーエリア、伝統工芸、食への認知度向上

参加者の感想などから、実施エリアおよび施設、食に対する認知度がツアー参加によってさらに深まり、
当該エリアの観光資源への関心度が高いことがうかがえた。

参加者アンケートから「今回のモニターツアーをどのターゲットにお勧めすることが適しているか？」と
いった問いについては青梅についてはインバウンド、若年夫婦、学生・若年層の順で多く、八王子エリアに
おいては家族、学生・若年層、年配夫婦の順で回答が多かった。これにより今回のモニターツアーの内容で
は以下のようなターゲット選定が可能と思われる。

(2)販売ターゲットのヒアリング

（３）ツアーの満足度を高める仕組み

今回のモニターツアーでは体験コンテンツを多くしたことや、伝統工芸や食に対する職人や生産者の声
を直接聞く機会を設けた。単に体験する、見学するだけにとどまらず、そこに携わる人の生の声を聴くこ
とが、そのコンテンツについてさらなる理解とツアーの満足度を高めることがうかがえ、アンケートからも
満足感が高まった様子がうかがえた。
その地域の方々の熱意やそれぞれの事業に対するこだわりや伝統を守りつつ様々な事にチャレンジする
姿はコンテンツの質をさらに高める大きな効果がある。
ツアー参加者の満足度を高めるためには、このようなツアー参加者と受け入れ側の相互コミュニケー
ションや生の声を伝えることが大変効果的であることも参加者に伝わった。また、この受け入れ側の思い
を旅行事業者がしっかりと参加者に伝わる仕組み作りも一緒に考えていき、高付加価値なコンテンツに高
めるものと考える。

（１）ツアー実施による認知度向上
早期のツアー化によるツアーの存在アピールと参加者の声を積極的に発信することでの認知度向上。
(2)ツアーの質・価値を高める取り組み
地域の伝統文化・食をツアーとしてストーリー化し、ツアーの質を高める。また実施に向けて受け入れ先
や実施地域との相互理解が必要。
（3）着地型およびマイクロツーリズムの推進（点から面への整備）
地域に点在するコンテンツをツアー化により結び付けることによるワンストップサービスの提供。
(4)受け入れ態勢の整備と支援
各受け入れ先の受け入れ態勢の整備や支援と受け入れ先の負担軽減策が必要。


